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昨
年
の
６
月
の
総
会
に
於
い
て
、
前
会

長
の
佐
藤
光
保
さ
ん
が
退
任
す
る
事
に
な

り
、
不
肖
私
駿
河
が
後
を
継
ぐ
事
に
な
り

ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、
39
年
の
長
き
に

渡
り
、
こ
の
滝
沢
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、

こ
の
会
だ
け
で
は
な
く
、
滝
沢
市
は
元
よ

り
岩
手
県
下
に
於
い
て
も
実
力
者
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
様
な
人
の
後
を
継
ぐ
事
は
非

常
に
勇
気
が
い
り
ま
し
た
が
引
き
受
け
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
手
の
届
く
様
な

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
精
一
杯
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
会
議
も
設
立
か
ら
40
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
私
が
会
長
に
な
り
最
初
の

活
動
は
少
年
少
女
の
バ
ス
事
業
で
し
た
が
、

そ
の
3
日
前
に
台
風
に
よ
っ
て
最
上
川
の
氾

濫
や
キ
ャ
ン
プ
場
が
水
浸
し
に
な
り
中
止

す
る
事
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
供
達

の
た
め
に
何
か
事
業
を
し
て
や
り
た
い
と
考

え
、
今
年
２
月
１
日
に
南
極
探
検
隊
に
同

行
し
た
岩
手
日
報
社
の
菊
池
記
者
を
お
招

き
し
て
「
南
極
探
見
５
０
０
日
」
と
い
う

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
青
少
年

健
全
育
成
活
動
は
全
国
各
地
で
展
開
し
て

お
り
ま
す
が
、
非
常
に
難
し
い
問
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ

に
加
担
し
た
り
、
麻
薬
に
手
を
出
す
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
事
案
に
関
わ
る
と
いっ
た
私
た
ち

の
小
さ
な
団
体
で
は
手
に
負
え
な
い
事
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
は
一
概
に
青
少
年
だ
け

が
悪
い
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
世
の
中
の
指
導
者
で
あ
る
、
大
人
の
世

界
か
ら
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
行

政
と
一
緒
に
こ
の
運
動
を
少
し
で
も
大
き

な
輪
と
し
て
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
方
、
知
恵
を
貸
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
か
ら
は
世
界
的
な
ア
ス
リ
ー
ト
が

沢
山
出
て
お
り
、
滝
沢
市
か
ら
も
プ
ロ
野

球
選
手
や
大
相
撲
の
力
士
も
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
滝
沢
市
を
背
負
っ
て
い
く
青
少

年
の
た
め
に
も
市
民
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

活
動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
長
あ
い
さ
つ

 

〜
佐
藤
光
保
前
会
長
に
感
謝
〜

滝沢市青少年育成市民会議

会長　駿河　和弘

少年少女バス事業の事前説明会の様子前会長：佐藤光保氏



たきざわ青少年 （2）

滝沢市青少年健全育成標語　令和 6 年度入選作品
入選名 入選作品 学校名 学年 氏　　名

☆ 小学校の部 　（応募作品５２０点、入賞作品１０点）

金賞 早ね　早起き　朝ごはん　心も体もパワー全開 鵜 飼 小 学 校 4 千葉　陽太

金賞 守ってね　自分の命　大事だよ。 滝 沢 小 学 校 5 澤瀬　皓叶

銀賞 大切に　たった一つの　この命 鵜 飼 小 学 校 6 橋口　耕太

銅賞 あいさつを、するとスマイル、いっぱいに 滝沢東小学校 5 沼井　綾太

佳作 SDGs　未来へつなぐ　町づくり 滝沢東小学校 4 伊藤　快

佳作 つらいとき　笑顔をくれる　お母さん 姥屋敷小学校 5 安孫子　京汰

佳作 だれにでも　やさしくなれる　君がいい 篠 木 小 学 校 5 高藤　日陽

佳作 みんなとね　やさしい心　つくりたい 柳 沢 小 学 校 5 下平　海羽

佳作 あいさつは　地いきをつくる　あいことば 滝沢中央小学校 5 田村　礼太

佳作 何気ない　その一言に　ありがとう 柳 沢 小 学 校 6 佐藤　幸太郎

佳作 朝は　あいさつで　元気でる 一本木小学校 6 中山　冬聖

☆中学校の部　（応募作品６１２点、入賞作品８点）

金賞 思いやり　育む街に　咲く笑顔 柳 沢 中 学 校 3 長澤　侑生

金賞 ちょっと待って！　送信前の　一呼吸 一本木中学校 3 三國　快志

銀賞 流されないで　自分の意思で　進みだそう 一本木中学校 1 横江　一護

銅賞 つらいとき　勇気をくれる　母の言葉 姥屋敷中学校 1 佐々木　歩惟

佳作 ありがとう　あなたも相手も　いい気持ち 一本木中学校 2 山崎　美優花

佳作 あいさつは　心豊かに　する魔法 滝 沢 中 学 校 2 森　湧太

佳作 おしゃれより　命が大事　ヘルメット 一本木中学校 3 三田村　海歩

入賞された皆さん

　市内小中学生の皆様より沢山のご応募を頂き、厳正な審査の上、上記の方々が入選しました。
　副賞として滝沢市ライオンズクラブ様より図書カードを頂戴しました。
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第
44
回
鬼
越
蒼
前
神
社
祭
典
チ
ビッコ
相

撲
大
会
が
6
月
8
日
、
鬼
越
蒼
前
神
社
相

撲
場
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

の
事
故
防
止
と
円
滑
に
進
行
す
る
た
め
、

3
回
の
事
前
練
習
を
行
い
、
当
日
に
臨
み
ま

し
た
。
当
日
は
晴
天
の
下
に
熱
い
取
り
組
み

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
応
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
戦
に
先
立
ち
、
盛
岡
農
業
高

校
相
撲
部
員
に
よ
る
模
範
試
合
も
お
こ
な

わ
れ
大
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
の
成
績
は
以
下
の
通
り
で
す
。

  
チ
ビ
ッ
コ
相
撲
大
会

【
団
体
戦
】

優
勝	

温
泉
子
ど
も
会	

準
優
勝	

わ
か
ば
・
あ
お
ば
Ａ	

第
３
位	

あ
す
み
野
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
・			

	

二
小
・
東
小
・
中
央
小
混
合

第
３
位	

つ
く
し
・
大
沢
混
合	

【
個
人
戦
】

○
１
・
２
年
生
の
部

横
綱	

姉
帯　

将
臣

２
年
生	

大
沢
子
ど
も
会	

大
関	

川
田　

健
心

２
年
生	

温
泉
子
ど
も
会	

関
脇	

中
村　

文
人

２
年
生	

温
泉
子
ど
も
会

関
脇	

太
田　

羽
音

２
年
生	

滝
沢
東
小
学
校

○
３
・
４
年
生
の
部

横
綱	

銀
林　

橙
寿

４
年
生	

わ
か
ば
・
あ
お
ば
学
級
Ａ

大
関	

松
尾　

星
奈

４
年
生	
温
泉
子
ど
も
会

関
脇	
村
山　

恵
仁

４
年
生	

わ
か
ば
・
あ
お
ば
学
級
Ａ

関
脇	

中
村　

章
人

４
年
生	

温
泉
子
ど
も
会

○
５
年
生
の
部

横
綱	

吉
田　

晴

	

あ
す
み
野
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

大
関	

水
本　

諒
星

	

つ
く
し
子
ど
も
会

関
脇	

松
尾　

陸
玖

	

温
泉
子
ど
も
会

関
脇	

佐
藤　

実
咲

	

温
泉
子
ど
も
会	

○
６
年
生
の
部

横
綱	

西
舘　

禅

	

わ
か
ば
・
あ
お
ば
学
級
Ａ

大
関	

高
橋　

流
星

	

滝
沢
中
央
小
学
校

関
脇	

簗
場　

佑
斗

	

わ
か
ば
・
あ
お
ば
学
級
Ａ

〈 

大
会
結
果 

〉

  

第
44
回
鬼
越
蒼
前
神
社
祭
典

高校生との稽古の様子
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講師：菊池健生 氏

盛岡書房様より代表の小学生へ贈呈

「
南
極
探
見
５
０
０
日
」講
演
会

日
時　

令
和
７
年
２
月
1
日(

土)　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所　

滝
沢
ふ
る
さ
と
交
流
館

主
催　

滝
沢
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

共
催　

滝
沢
市
教
育
委
員
会
、
株
式
会
社
盛
岡
書
房

講
師　

岩
手
日
報
社
一
関
支
社　

編
集
部　

記
者　

菊
池
健
生　

氏

　

少
年
少
女
バ
ス
事
業
が
荒
天
に
よ
る
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
代
替
事
業
と
し
て
特
別
講
演

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
共
催
の
盛
岡
書
房
よ
り
市
内
の
全
小
学
校
へ
書
籍
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
日
報
特
別
報
道
記
録
集
の

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
南
極
の
す
べ
て

を
知
る
か
の
ご
と
く
、
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
の
お
話
が
あ
っ
た
。
氷
の
厚

さ
４
０
０
ｍ
、
面
積
は
東
京
ド
ー
ム

の
37
倍
、
ペ
ン
ギ
ン
は
１
ｍ
30
㎝
も

身
長
が
あ
る
大
き
な
も
の
も
い
た
。

日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を

経
て
、
40
日
か
か
っ
て
到
着
、
気
温

は
マ
イ
ナ
ス
45
度
、
南
極
大
陸
ま
で

「
し
ら
せ
」
で
行
く
と
、
マ
イ
ナ
ス

89
度
あ
る
と
い
う
、
興
味
津
々
の
顔

で
講
演
を
聞
い
て
い
た
年
少
さ
ん
も

数
名
い
て
、
約
60
名
の
親
子
さ
ん
が

参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。



たきざわ青少年（5）
　

令
和
7
年
2
月
27
日
（
祝
）
ふ
る
さ

と
交
流
館
に
お
い
て
青
少
年
健
全
育
成

関
係
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

滝
沢
市
の
青
少
年
健
全
育
成
に
か
か
わ

る
団
体
の
方
々
60
人
の
参
加
で
活
発
な

意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
談
の
前
に
、
話
題
提
供
と
し
て
株

式
会
社
盛
岡
書
房
代
表
取
締
役
高
舘
美

保
子
様
に
「
青
少
年
を
取
り
巻
く
現
状

に
つ
い
て
」
の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 令

和
6
年
度
滝
沢
市
青
少
年
健
全

育
成
関
係
者
懇
談
会
開
催

懇
談
で
の
意
見
な
ど

1
滝
沢
市
内
の
子
ど
も
も
含
め
て
青
少

年
非
行
が
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
い

る
2
子
ど
も
た
ち
が
横
断
歩
道
で
危
険
な

時
が
あ
る

3
大
麻
利
用
な
ど
薬
物
事
犯
が
増
え
て

い
る

4
親
の
都
合
に
よ
り
子
ど
も
に
ス
マ
ホ

の
預
け
っ
ぱ
な
し
も
見
受
け
ら
れ
る

5
子
ど
も
た
ち
へ
の
ス
マ
ホ
利
用
の
安

全
指
導
、
合
わ
せ
て
命
の
大
切
さ
の

教
育
も
重
要

6
民
生
児
童
委
員
の
方
々
か
ら
は
通
常

は
年
配
者
の
見
守
り
が
主
で
あ
る
が

学
校
と
の
連
携
で
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

7
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
地
域
行
事
に

参
加
で
き
る
機
会
を
多
く
求
め
て
い

く
必
要
が
あ
る

8
小
規
模
学
校
か
ら
の
話
題
と
し
て
大

規
模
学
校
へ
移
行
し
た
際
に
子
ど
も

た
ち
が
自
分
を
律
し
て
生
活
が
送
れ

る
の
か
心
配
な
面
も
あ
る

　

そ
の
他
、
児
童
と
高
齢
者(

老
人
ク

ラ
ブ
等)

と
の
交
流
が
健
全
育
成
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
等
々
、
様
々

な
ご
意
見
、
話
題
提
供
を
頂
き
、
滝
沢

市
の
子
ど
も
た
ち
が
次
代
を
背
負
っ
て

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
も
関
係
機

関
団
体
が
連
携
し
合
う
必
要
性
を
確
認

し
閉
会
し
た
。
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−賛助会員のみな様−

賛助会員募集中！ 青少年の育成にご支援・ご協力をお願い致します。　１口　１０，０００円

株式会社ミクニ盛岡事業所

〒020-0698 

岩手県滝沢市外山 309 番地

TEL（019）687‒2026 （代表）

人にやさしい、
　街にやさしい、都市ガス

盛岡ガス株式会社
〒020-0066盛岡市上田2-19-56
TEL.019-653-1241（代）

佐
藤
看
板
美
術
社

〒
〇
二
〇
―
〇
六
六
七 

滝
沢
市
鵜
飼
向
新
田
一
四
三
―
八

電
話 

〇
一
九
―
六
八
四
―
五
五
六
三

〒
〇
二
〇
―
〇
五
〇
七 

岩
手
郡
雫
石
町
丸
谷
地
三
六
―
一

電
話 

〇
一
九
―
六
九
二
―
三
一
一
五

㈲
北
多
摩
製
作
所
　
盛
岡
支
店

〒
〇
二
〇
―
〇
六
六
八 

滝
沢
市
鵜
飼
狐
洞
一
〇
〇
―
一

電
話 

〇
一
九
―
六
八
七
―
一
一
四
〇

医療法人社団松誠会

滝 沢 中 央 病 院
内科・外科・リハビリ科・婦人科・皮膚科
併設 介護老人保健施設たきざわ

☎（019）684-1151
684-2458FAX（019）

岩手県滝沢市鵜飼笹森42-2

介護老人保健施設（居宅介護支援事業所）

ホ ス ピ ー 滝 沢
☎（019）

FAX（019） 
岩手県滝沢市鵜飼狐洞1-139〒020-0668

〒020-0664

新
岩
手
農
業
協
同
組
合
滝
沢
中
央
支
所

〒
〇
二
〇
―
〇
六
六
七 

滝
沢
市
鵜
飼
向
新
田
七
―
七
六

電
話 

〇
一
九
―
六
八
四
―
二
二
一
一

㈲
一
戸
新
聞
店

〒
〇
二
〇
―
〇
六
二
二 

滝
沢
市
野
沢
七
六
―
二

電
話 

〇
一
九
―
六
八
八
―
四
五
一
九

㈲
カ
ワ
ハ
ラ
事
務
機

〒
〇
二
〇
―
〇
六
六
七 

滝
沢
市
鵜
飼
向
新
田
七
―
六
一

電
話 

〇
一
九
―
六
九
九
―
一
六
一
六

㈱
エ
ス
テ
ー

ー

ー

ー

モ

タ

ス
ク

ル

〒
〇
二
〇
―
〇
六
一
一 

滝
沢
市
巣
子
一
六
九
―
三

電
話 

〇
一
九
―
六
四
一
―
八
二
一
一

〒
〇
二
〇
―
〇
六
三
八 

滝
沢
市
土
沢
二
二
〇
―
三

電
話
〇
一
九
―
六
八
七
―
一
〇
三
三

盛
岡
補
聴
器
セ
ン
タ
ー

〇
二
〇
―
〇
六
三
三

〒

滝
沢
市
穴
口
四
六
三
―
一
一

電
話
〇
一
九
―
六
八
四
―
三
六
二
四

㈱
ゆ
い
工
房

〒
〇
二
〇
―
〇
六
一
一 

滝
沢
市
巣
子
一
一
六
二
―
六

電
話 

〇
一
九
―
六
八
八
―
四
五
二
八

自
動
車
電
装
品

株
式
会
社

交
通
電
機
商
事

〒
〇
二
〇
―
〇
六
七
一 

滝
沢
市
鵜
飼
上
高
柳
六
四

電
話 

〇
一
九
―
六
八
七
―
一
五
六
一

滝
沢
市
商
工
会
青
年
部

〒
〇
二
〇
―
〇
六
六
五 

滝
沢
市
鵜
飼
御
庭
田
九
二
―
三

電
話 

〇
一
九
―
六
八
四
―
六
一
二
三

川
口
印
刷
工
業
株
式
会
社

〒
〇
二
〇
―
〇
八
四
一 

盛
岡
市
羽
場
一
〇
地
割
一
番
地
二

電
話 

〇
一
九
―
六
三
二
―
二
二
一
一

株
式
会
社
　
小
林
精
機

〒
〇
二
〇
―
〇
七
五
七 

滝
沢
市
大
釜
風
林
三
―
二
一

電
話 

〇
一
九
―
六
八
六
―
一
一
六
六

パ
チ
ン
コ
　
ビ
ッ
グ
ガ
マ
ア
ポ
ロ

〒
〇
二
〇
―
〇
七
三
五 

滝
沢
市
篠
木
黒
畑
五
一
―
三

電
話 

〇
一
九
―
六
八
四
―
一
〇
〇
八

株
式
会
社

　鴎
の
玉
子
　
盛
岡
支
店

〒
〇
二
〇
―
〇
七
七
一 

滝
沢
市
大
釜
竹
鼻
一
六
四
―
四

電
話 

〇
一
九
―
六
八
七
―
五
一
八
一

栃
内
第
二
病
院

〒
〇
二
〇
―
〇
七
七
八 

滝
沢
市
大
釜
吉
水
一
〇
三
―
一

電
話
　〇
一
九
（
六
八
四
）
一
一
一
一

こ
ん
の
神
経
内
科

脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
〇
二
〇
―
〇
六
三
二 

滝
沢
市
牧
野
林
一
〇
一
〇
―
四

電
話 

〇
一
九
―
六
九
九
―
一
一
一
一

２０２３年の創業１００周年に向け、
車両用制御部品、ガス器具用制御部
品、福祉機器等、より時代のニーズに
対応した商品の開発・生産を行ってい
きますので、今後とも宜しくお願い申
し上げます。
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小
岩
井
（
６
名
）

柴
田　

正
幸	

穴
澤　

正
子　

柳
橋　

好
子	

柳
橋　

民
治

木
村　

昭
仁	

小
岩
井
自
治
会

　

大
釜
（
９
名
）

水
戸
谷
完
爾	

浅
沼　

節
子

川
村　

美
代
子	

近
藤　

雅
博

瀬
川　

一
夫	

田
沼　

一
男

武
田　
　

修	
土
井
尻　

た
き
古

工
藤　
　

薫

　

篠
木
（
５
名
）

主
濱　

恵
悦
（
２
）	

大
越　

幸
子

主
濱　

照
風	

茶
屋
場　

盛

長
嶺　

千
鶴
子

　

大
沢
（
５
名
）

佐
藤　

浩
一	

佐
藤　

美
喜
子

藤
倉　

睦
子	

佐
々
木　

秀
雄

齊
藤　

健
二	

　

鵜
飼
（
24
名
）

高
橋　

恒
男	

中
島　

恒
夫	

大
守　

哲
夫	

澤
口　

俊
隆

岡
村　

勝
子	

岡
田　

幸
助

川
村　

静
江	

工
藤　

ミ
ヤ
子	

高
橋　

定
吉	

熊
谷　

雅
英　

髙
橋　

弘
美	

高
橋　

秀
子

　

長
根
（
３
名
）

八
幡　

京
子	

杉
田　

京
子

横
山　

久
子

　

川
前
（
７
名
）

阿
部　
　

箴	

伊
藤　

隆
雄

大
坂
谷　

隆	

工
藤　

眞
知
子

砂
沢　

得
子	

熊
谷　

信
雄

田
鎖
と
く
子

　

一
本
木
（
４
名
）

角
掛　

勘
次
三	

千
田　

小
百
合

朽
木　

秀
夫	

深
澤　

千
春

　

い
ず
み
巣
子
（
２
名
）

三
浦　

結
輝	

花
谷　

由
希
子

　

柳
沢
（
３
名
）

上
野　

カ
ナ
エ	

高
橋　

雅
寛

松
村　
　

一	

　

市
内
学
校
の
方
々
（
６
名
）

盛
岡
北
高
校	

嶋　
　

隆

滝
沢
小
学
校	

阿
部　

拓
也

滝
沢
中
学
校	

及
川　

博
文

滝
沢
中
央
小
学
校	

菊
池　

正
寿

民
生
児
童
委
員	

工
藤　

薫	

保
護
司
会	

藤
原　

百
合
子	

	

氏
名
の
下
の
（ 

）
欄
は
会
費
口
数

令
和
六
年
度
滝
沢
市

青
少
年
育
成
市
民
会
議

の
活
動
に
ご
理
解
を
賜

り
、
会
費
納
入
に
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

市
民
会
議
は
、
青
少

年
の
育
成
運
動
を
進
め

る
た
め
、
昭
和
60
年
８

月
に
滝
沢
村
青
少
年
育

成
村
民
会
議
と
し
て
発

足
し
、
以
来
現
在
ま
で

活
動
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
。

市
民
、
団
体
企
業
等

の
方
々
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
活
動
を
す
す
め

る
た
め
、個
人
会
員
（
年

額
一
口
千
円
）、
賛
助

会
員
（
年
額
一
口
一
万

円
）
を
も
っ
て
組
織
化

し
、
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

個
人
会
費
納
入
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載

し
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。�

（
敬
称
略
）

佐
藤　

光
保	

山
本　

良
一

村
田　

康
文	

中
村　

久
雄

中
村　

文
雄	

遠
藤　

文
敬

三
上　

清
幸	

伊
藤　

光
雄

村
田　

康
之	

吉
田　

清
寿

大
越　

幸
子	

村
田　

康
文

　

姥
屋
敷
（
２
名
）

圷　
　

幸
一	

太
田　
　

豊
（
5
）

　

元
村
（
27
名
）

荒
川　
　

稔	

井
上　

靖
宏

釜
沢　

敦
司	

大
本　

義
則

小
宮
山　

晴
夫	

越
前
屋		

華
奈
子
（
3
）	

坂
田　

芳
弘	

駿
河　

和
弘

佐
々
木　

剛	

藤
原　

粒
子

佐
藤　

多
三
郎	

島
崎　

利
孝

百
目
木　

忠
志	

山
火　

誠
喜

葛
巻　

亮
子	

本
間　

栄
作

山
崎　

龍
雄	

斉
藤　

信
彦
（
２
）	

堀
井　

国
男	

齊
藤　

佳
子

井
上　
　

仁	

齊
藤　

康
子

大
石　

和
夫
（
３
）	

井
上　

松
悦

熊
谷　

修
治	

石
山　
　

勉

谷
藤　

二
郎

	　

巣
子
（
12
名
）

赤
坂　
　

茂	

佐
々
木　

大
介　

坂
本　

正
一
（
２
）	

佐
々
木　

秀
幸

千
葉　

聰
子	

石
井　

晴
美

千
葉　

光
彦	

田
山　
　

実

柳
村　

正
実	
山
下　

金
吾

伊
藤　
　

修	
鎌
田　

マ
キ

個
人
会
員
の
皆
様
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前年度は、諸般の事情により発行することができなく、会員の皆様はじめ多くの方々にご迷惑をお掛けしました。令和 5

年度は、すべての事業が円滑に進行しましたが、6年度は台風の影響で、バス交流事業が、中止するなど参加を楽しみにし

ていた子供さん方には、大変申し訳ない思いをさせてしまいました。代わりに、岩手日報社記者による、南極探検の体験

講演会を開催しました。ご支援をいただいている会員の皆様には、心より感謝申し上げます。新型コロナ発生時から、資

金不足が続いており、活動にも支障をきたしている状況です。今後とも会員の皆様には青少年の健全育成活動にご協力を

よろしくお願い致します。

編 集 後 記

滝
沢
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

令
和
6
年
度
総
会
は
、
令
和
6
年

6
月
29
日
（
土
）
ふ
る
さ
と
交
流

館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
百
目
木
自
治
会
連
合
会

長
が
選
出
さ
れ
、
議
長
の
も
と
5

議
案
が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。第

5
議
案
の
役
員
選
任
で
、
会

長
佐
藤
光
保
氏
が
勇
退
、
新
会
長

に
駿
河
和
弘
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
創
設
か
ら
39
年
間
、
青
少
年

育
成
市
民
会
議
を
支
え
運
営
に
尽

力
い
た
だ
い
た
佐
藤
光
保
氏
に
感

謝
の
意
を
込
め
て
役
員
た
ち
か
ら

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
「
芭
蕉
の
東
北
紀
行

『
奥
の
細
道
』」
の
演
題
で
盛
岡

大
学
・
盛
岡
大
学
短
期
大
学
部
学

長　

高
橋
俊
和
氏
に
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
総
会
開
催

令和 7年

5月 令和 7年度総会・講演会

6月 第 45回蒼前神社祭典チビッコ相撲大会

7月 第 37回少年少女のバス交流事業

令和 8年

2月 令和 7年度青少年健全育成標語選考会

2月 令和 7年度青少年健全育成関係者懇談会

3月 会報発行

令 和 7 年 度 　 事 業 予 定

講師：高橋　俊和氏女性役員からの花束贈呈

議長　百目木自治会連合会会長会場の様子


